


令和4年7月に琵琶湖と共生する滋賀の農林水産業
「森・里・湖(うみ)に育まれる漁業と農業が織りなす
琵琶湖システム」が、国連食糧農業機関（FAO）の
『世界農業遺産』に認定されました！
多くの農業者の皆様に「環境こだわり農業」などに
取り組んでいただくことにより農地は多様な生き物
を育む場にもなっています。

みずかがみは平成25年産から栽培がスタートし、
県内外の多くの皆さんに食べていただいています。
県内のどこで作られても、美味しさを実感してもらえ
る品質や食味を確保することが産地としての責任と
考えています。
今後も消費者の皆さんから支持や信頼が得られる
よう、良食味を心がけた栽培に取り組みます。　
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「琵琶湖システム」が
「世界農業遺産」に認定されました！

琵琶湖をはじめとする滋賀県の豊かな自然環境に
配慮して栽培しました。炊き上がりはキラキラつや
やか。ほどよい粘りと、まろやかな甘味。ごはんを
食べる楽しさを実感させてくれます。冷めてもおい
しく、お弁当やおにぎりにも最適。おいしさはコシ
ヒカリと同等以上。おいしいお米です。

みずかがみってこんなお米

水をイメージさせるブルーを基調とし、水面の輝き
や豊かな自然をイメージさせる花びらを散りばめて
います。白色だけでなく、ピンクや緑など多彩な
色の花は、笑顔が飛び交う健やかで明るい食卓を
イメージしています。

パッケージに込められた思い

みずかがみは、滋賀県で開発されたお米。


